
 平 成 ２ ６ 年 度  第 １ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 種

別 Ｄ Ｄ 第 二 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        ９時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 
 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ０ 時 １ ０ 分 １ ０ 時 ５ ０ 分 １ １ 時 ３ ０ 分 

３  試験科目別の問題番号ごとの解答数及び試験問題ページ 
  問 題 番号 ご と の解答数  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ L －  1 ～  6

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ５ L －  7 ～ 13

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ L － 14 ～ 19

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。  

[記入例]  受験番号  ０１L９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 

受　　験　　番　　号

000000000

1111111Ｈ11

22222222

3333333

444444

5555Ｌ5

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

Ｇ

5

Ｋ

6

4

5

6

7

8

9             

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

昭
和

平
成

Ｈ

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

(４)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び各問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

受 験 番 号

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 



Ｌ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、端子ｂ－ｃ間に蓄えられる電荷は、 (ア） マイクロクーロン

である。 (５点)

① ６０ ② ７５ ③ ９０ ④ １０５ ⑤ １２０

(２) 図２に示す回路において、端子ａ－ｂ間に正弦波の交流電圧１４４ボルトを加えた場合、力率

(抵抗Ｒに流れる電流ＩＲと回路に流れる全電流Ｉとの比)が０.８であるとき、容量性リアク

タンスＸＣは、 (イ) オームである。 (５点)

① １５ ② １８ ③ ２１ ④ ２４ ⑤ ２７

(３) 中空のコイルの中を磁束が貫いているとき、電磁誘導によってコイルに誘起される起電力の

大きさは、磁束の (ウ) に比例する。 (５点)

① 最大値 ② 変化率 ③ 漏洩量 ④ 磁路長 ⑤ 密 度
えい

(４) Ｒオームの抵抗、Ｌヘンリーのコイル及びＣファラドのコンデンサを直列に接続した回路の

共振周波数は、 (エ) ヘルツである。 (５点)

１ Ｒ １① ② ③
２π ＬＣ ２π ＬＣ ２πＬＣ

Ｒ １④ ⑤２πＬＣ ２πＬＣ

Ｅ＝１５

Ｃ１＝１２

図１

Ｃ２＝６

Ｃ３＝３

Ｃ４＝６

ａ ｂ ｃ

Ｖ

μＦ

μＦ μＦ

μＦ

図２

ａ

ｂ

Ｒ=１８ ＸＣΩ

Ｉ

ＩＲ

Ｖ=１４４ Ｖ



Ｌ－2

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 半導体中の自由電子又は正孔に濃度差があるとき、自由電子又は正孔が濃度の高い方から低い

方に移動する現象は、 (ア) といわれる。 (４点)

① 拡 散 ② 整 合 ③ ドリフト ④ 再結合 ⑤ 帰 還

(２) 図に示すトランジスタ回路において、ＶＣＣを１０ボルト、ＲＣを３キロオームとするとき、

コレクタ電流ＩＣを２ミリアンペアとするには、ベースバイアス抵抗ＲＢを (イ) キロオー

ムにする必要がある。ただし、直流電流増幅率ｈＦＥを１００、ベース－エミッタ間の電圧ＶＢＥ

を０.６４ボルトとする。 (４点)

① １６２ ② １６５ ③ １９７ ④ ２３２ ⑤ ２３５

(３) 半導体光素子について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ アバランシホトダイオードは、電子なだれ増倍現象による電流増幅作用を利用した受光素

子であり、光検出器などに用いられる。

Ｂ ＰＩＮホトダイオードは、３層構造の受光素子であり、電流増幅作用は持たないが、アバ

ランシホトダイオードと比較して動作電圧が低い。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 電界効果トランジスタについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 接合型電界効果トランジスタは、ゲート電極に加える電圧を変化させることにより空乏層

の大きさを変化させ、ドレイン－ソース間を流れる電流を制御する半導体素子である。

Ｂ ＭＯＳ型電界効果トランジスタは、金属、酸化膜及び半導体の３層構造から成り、ソース

電極に加える電圧を変化させることにより反転層の大きさを変化させ、ドレイン－ゲート間

を流れる電流を制御する半導体素子である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) ある特定の用途のために設計、製造された集積回路は、一般に、 (オ) といわれ、ゲー

トアレイなどがある。 (４点)

① ＣＭＯＳ ② ＡＳＩＣ ③ ＶＬＳＩ ④ ＤＲＡＭ ⑤ ＨＥＭＴ

ＢＥＶ

Ｒ

ＩＣ
ＩＢ

Ｃ

Ｃ

ＲＢ
ＶＣ



Ｌ－3

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す論理回路において、Ｍの論理素子が (ア) であるとき、入力ａ及び入力ｂと

出力ｃとの関係は、図２で示される。 (５点)

図１

図２

(２) 表に示す２進数のＸ１、Ｘ２を用いて、計算式(乗算)Ｘ０ ＝ Ｘ１×Ｘ２からＸ０を求め、２進

数で表示したとき、Ｘ０ の先頭から(左から)５番目と６番目と７番目の数字を順に並べると、

(イ) である。 (５点)

① ００１ ② ０１１ ③ １００ ④ １０１ ⑤ １１１

２進数

Ｘ１ ＝ １１００１１

Ｘ２ ＝ １００１１

a

b

c

1

0

1

1

0

0

入力

出力

① ② ③ ④ ⑤

入力ｂ
入力ａ

出力ｃＭ



Ｌ－4

(３) 図３に示す論理回路は、ＮＡＮＤゲートによるフリップフロップ回路である。入力ａ及び

入力ｂに図４に示す入力がある場合、図３の出力ｃは、図４の出力のうち (ウ) である。

(５点)

① ｃ１ ② ｃ２ ③ ｃ３ ④ ｃ４ ⑤ ｃ５ ⑥ ｃ６

図３

図４

(４) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (エ) になる。

(５点)

Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ･Ｃ＋Ａ･Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

① Ａ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ ② Ａ･Ｃ ③ Ａ･Ｂ

④ Ａ･Ｂ＋Ｂ･Ｃ ⑤ Ａ･Ｃ＋Ａ･Ｂ

a

b

c1

c2

c3

c4

c5

1

0

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

入力

出力

c6
1

0

入力ａ
出力ｃ入力ｂ

出力 d



Ｌ－5

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 図１において、電気通信回線への入力電圧が (ア) ミリボルト、その伝送損失が１キロ

メートル当たり０.９デシベル、増幅器の利得が３８デシベルのとき、電圧計の読みは、５５０

ミリボルトである。ただし、変成器は理想的なものとし、電気通信回線及び増幅器の入出力イ

ンピーダンスはすべて同一値で、各部は整合しているものとする。 (５点)

① ３.９ ② ６.５ ③ ３３ ④ ３９ ⑤ ６５

(２) 一様なメタリック線路の減衰定数は線路の一次定数により定まり、 (イ) によりその値

が変化する。 (５点)

① 信号の振幅 ② 信号の周波数 ③ 減衰ひずみ ④ 負荷インピーダンス

(３) 図２に示すアナログ伝送路において、受端のインピーダンスＺに加わる信号電力が (ウ)

ミリワットで、同じ伝送路の無信号時の雑音電力が０.００５ミリワットであるとき、この伝

送路の受端におけるＳＮ比は４０デシベルである。 (５点)

① ２０ ② ３０ ③ ４０ ④ ５０ ⑤ ６０

(４) 図３に示すように、異なる特性インピーダンスＺ０１、Ｚ０２ の線路を接続して信号を伝送した

とき、その接続点における電圧反射係数をｍとすると、電流反射係数は、 (エ) で表される。

(５点)

① １＋ｍ ② ｍ ③ １－ｍ ④ －ｍ

電圧計

図１ ３：５

発振器 電気通信回線

巻線比 終端抵抗

変成器

Ｖ
増
幅
器

２０ kｍ

図３

伝送方向 接続点

ｍ
電圧反射係数

02Ｚ01Ｚ

信号電力

雑音電力

受端送端

信
号
源

信号時

無信号時

図２

Ｚ

Ｚ
0.005

Ｚ０

Ｚ０

mＷ〔 　〕

mＷ〔　 〕

(ウ

(



Ｌ－6

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 光ファイバ通信に用いられる光変調には、レーザダイオードなどの光源の駆動電流を変化させ

て変調する (ア) 変調と、光源の出力光を外部の変調器に導いて変調する外部変調がある。

(４点)

① 位 相 ② デルタ ③ 直 接 ④ 相 互 ⑤ 周波数

(２) デジタル伝送方式における雑音について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ アナログ信号をデジタル化して伝送する方式では、アナログ信号の連続量を離散的な値に

変換するときの誤差により生ずる雑音は避けられない。

Ｂ ＰＣＭ伝送において発生する特有の雑音には、量子化雑音、ランダム雑音、熱雑音などが

ある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 双方向多重伝送に用いられる (ウ) は、上り方向と下り方向の伝送に対して時間差を設

けることにより双方向伝送を実現しており、ピンポン伝送ともいわれる。 (４点)

① ＳＤＭ ② ＷＤＭ ③ ＴＤＭ ④ ＴＣＭ ⑤ ＦＤＭ

(４) 光アクセスネットワークの形態の一つに、スター型のネットワーク構成をとり、事業者側装

置とユーザ宅内装置が光ファイバで１対１で接続される (エ) 方式がある。 (４点)

① ＳＳ ② ＰＤＳ ③ ＰＯＮ ④ ＡＤＳ ⑤ ＶＰＮ

(５) 光ファイバ中の屈折率の変化(揺らぎ)によって光が散乱する現象は (オ) 散乱といわれ、

これによる損失は光波長の４乗に反比例し、光損失の要因の一つとなる。 (４点)

① ブリルアン ② ラマン ③ ミー ④ コンプトン ⑤ レイリー



Ｌ－7

端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＧＥ－ＰＯＮの設備構成、機器の機能などについて述べた次の記述のうち、誤っているもの

は、 (ア) である。 (４点)

① ＧＥ－ＰＯＮは、イーサネットフレームを使った光アクセスネットワークであり、

ＯＬＴとＯＮＵとの間で光スプリッタを用いて光信号を合・分波し、１台のＯＬＴ

に複数のＯＮＵが接続される。

② ＧＥ－ＰＯＮの上り信号は光スプリッタにより合波されるため、ＯＬＴは配下の

各ＯＮＵに対して送信許可を通知し、各ＯＮＵからの上り信号を時間的に分離する

ことにより衝突を回避している。

③ ＯＬＴからの下り方向の通信では、ＯＬＴが送信フレームごとにどのＯＮＵに送

信するかを判別し、送信する相手先のＯＮＵ用のＬＬＩＤ(Logical Link ID)といわ

れる識別子を送信フレームに埋め込んでネットワークに送出する。

④ ＯＬＴからの下り信号は放送形式で配下の全ＯＮＵに到達するため、各ＯＮＵは、

宛先アドレス(ＤＡ)フィールドに収容された識別子を用いて受信フレームの取捨選

択を行っている。

(２) ＩＥＥＥ８０２.３ａｔ Ｔｙｐｅ２として標準化された、一般に、ＰｏＥ Ｐｌｕｓといわれる

規格では、ＰＳＥ(Power Sourcing Equipment)の１ポート当たり、直流 (イ) ～５７ボルト

の範囲で最大６００ミリアンペアの電流を、ＰＳＥからＰＤ(Powered Device)に給電すること

ができる。 (４点)

① ３０ ② ３６ ③ ４４ ④ ５０

(３) スイッチングハブのフレーム転送方式について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。(４点)

Ａ カットアンドスルー方式では、有効フレームの先頭から３バイトまで読み取り、異常がな

ければ、そのフレームを転送する。ただし、この方式では、速度やフレーム形式の異なる

ＬＡＮ相互は接続できない。

Ｂ フラグメントフリー方式では、有効フレームの先頭から６４バイトまで読み取り、異常が

なければ、そのフレームを転送する。ただし、この方式では、速度やフレーム形式の異なる

ＬＡＮ相互は接続できない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) Ｗｉｎｄｏｗｓ ７のコマンドプロンプトにより、ホストコンピュータの現在のＩＰｖ６アド

レスを表示させるには、ｎｅｔｓｈコンテキストからｉｎｔｅｒｆａｃｅ ｉｐｖ６コンテキス

トの (エ) コマンドを用いる。 (４点)

① ｓｈｏｗ ａｄｄｒｅｓｓｅｓ ② ｓｈｏｗ ｒｏｕｔｅ

③ ｓｅｔ ａｄｄｒｅｓｓ ④ ｓｅｔ ｒｏｕｔｅ



Ｌ－8

(５) ＣＳＭＡ／ＣＡ方式の無線ＬＡＮについて述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 障害物によりキャリアが到達しない状態でキャリアセンスが有効に機能しない場合は、フ

レームの衝突の頻度が増し、スループットを低下させる要因になることがある。

Ｂ アクセスポイントは、無線端末からの送信データが正常に受信できたときは、無線端末に

確認応答信号を送信し、無線端末は確認応答信号を受信することにより送信データに衝突が

なかったことを確認することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＥＥＥ８０２.３ａｅにおいて標準化された１０ＧＢＡＳＥ－ (ア) の仕様では、長波

長帯の半導体レーザを用いて、ＬＡＮ用の伝送媒体としてシングルモード光ファイバが使われる。

(４点)

① ＳＲ ② ＬＲ ③ ＳＷ ④ ＥＷ

(２) 広域イーサネットにおいて用いられるＥｏＭＰＬＳは、ＭＰＬＳ網内でイーサネットフレームを

転送する技術であり、ユーザネットワークのアクセス回線から転送されたイーサネットフレーム

は、一般に、ＭＰＬＳドメインの入口にあるラベルエッジルータで (イ) が除去され、レ

イヤ２転送用ヘッダとＭＰＬＳヘッダが付与される。 (４点)

① ＰＡとＤＡ ② ＤＡとＦＣＳ ③ ＤＡとＳＡ ④ ＰＡとＦＣＳ

(略号) ＤＡ：Destination Address ＰＡ：PreAmble/SFD

ＳＡ：Source Address ＦＣＳ：Frame Check Sequence

(３) ＡＴＭの技術などについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ ＳＤＨベースの伝送コンバージェンスサブレイヤ(ＴＣ)で生成・挿入された空きセルは、

転送先のＴＣで破棄される。

Ｂ セルヘッダのＣＬＰフィールドは、１ビットで構成され、ＡＴＭ網が輻輳状態に陥ったと
ふくそう

きなどに、優先的に破棄するセルを表示する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(４) デジタル信号を送受信するための伝送路符号化方式のうち (エ) 符号は、図に示すように、

ビット値０のときは信号レベルを変化させず、ビット値１が発生するごとに、信号レベルが０

から高レベルへ、高レベルから０へ、又は０から低レベルへ、低レベルから０へと、信号レベル

を１段ずつ変化させる符号である。 (４点)

① ＭＬＴ－３ ② ＮＲＺＩ ③ Ｍａｎｃｈｅｓｔｅｒ ④ ＮＲＺ

(５) ＩＰｖ６又はＩＰｖ４での中継ノード(ルータなど)で転送されるパケットの分割処理につい

て述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ ＩＰｖ６では、送信元ノードのみがパケットを分割することができ、中継ノードはパケット

を分割しないで転送するため、ＰＭＴＵＤ(Path MTU Discovery)機能により、あらかじめ送

信先ノードまでの間で転送可能なパケットの最大長を検出する。

Ｂ ＩＰｖ４では、中継ノードで転送されるパケットのＤＦ(Do not Fragment)ビット値に０が

設定されている場合は、パケットの送信元から送信先までのパスにおいて、最小となるＭＴＵ

値より大きなパケットは破棄される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 有益なプログラムを装って他人のコンピュータに入り込むことにより、プログラムが実行さ

れるとユーザが意図しない悪意を持った動作を行うが、自己増殖活動を行わないプログラムは、

一般に、 (ア) といわれる。 (４点)

① ワーム ② ホットフィックス ③ マクロウイルス ④ トロイの木馬

(２) ホームページへの来訪者のコンピュータ画面上に、連続的に新しいウィンドウを開いたり、

電子メールのメッセージウィンドウを開いたりするなど、来訪者のコンピュータに意図しない

動作をさせるＷｅｂページは、一般に、 (イ) といわれる。 (４点)

① ガンブラー ② ブラウザクラッシャー

③ スクランブル ④ セッションハイジャック

(３) ハイブリッド暗号方式では、送信者は、共通鍵を使用して平文を暗号化し、その暗号化に使

用した共通鍵を (ウ) を使用して暗号化し、暗号文と併せて受信者に送る。 (４点)

① 送信者の公開鍵 ② 受信者の公開鍵

③ 送信者の秘密鍵 ④ 受信者の秘密鍵

入力

出力

高レベル

低レベル

１０ ０ １ １ ０ １１

０
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(４) 電子商取引をインターネット上で行う場合には、インターネット上で送受信される情報は、

第三者にその内容が知られないように通信路上で秘匿されている必要がある。Ｗｅｂブラウザ

を利用して電子商取引を行う場合に、インターネット上を送受信されるデータの暗号化を行う

技術の代表的なものに、 (エ) がある。 (４点)

① ＰＧＰ ② Ｓ／ＭＩＭＥ ③ Ｌ２ＴＰ ④ ＳＳＬ／ＴＬＳ

(５) コンピュータウイルス対策について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 企業や団体などが構築しているイントラネットにおいて、外部から持ち込まれたコンピュー

タからのウイルス感染を防ぐためには、検疫ネットワークを構築することにより、セキュリ

ティ設定やウイルス対策などに問題がないことを確認できたコンピュータからの通信だけを

許可する方法がある。

Ｂ ウイルスに感染したと思われる兆候が見られたときの対処として、一般に、コンピュータ

の異常な動作を止めるために直ちに再起動を行い、その後、ウイルスを駆除する手順が推奨

されている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４の設備設計において、配線盤の設置については、各フロアに

最低１個のフロア配線盤を設置することが望ましく、オフィスに提供されるフロアスペース

(ア) 平方メートルごとに最低１個のフロア配線盤が設置されることが望ましいと規定さ

れている。 (４点)

① ５００ ② １,０００ ③ １,５００ ④ ２,０００

(２) ＬＡＮ配線工事などについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ カテゴリ５のＵＴＰケーブルを用いた配線工事で、パッチパネルや通信アウトレットを介

したハブから端末までの配線では、インピーダンス不整合による信号の反射損失を低減する

ため、各配線要素は同一の公称インピーダンス１００オームを持たなければならない。

Ｂ イーサネットのＬＡＮ配線工事に用いられるＵＴＰケーブルは不平衡形ケーブルであり、

２本のケーブル心線が撚り対線であるため、近端漏話などの内部雑音の影響を受けやすいが、
よ

外部からの電磁妨害雑音に対する耐性は強い。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４に規定されている、構内情報配線システムの構成などについ

て述べた次の記述のうち、正しいものは、 (ウ) である。 (４点)

① 構内情報配線システムは、構内幹線配線サブシステム、ビル内幹線配線サブシステ

ム、水平配線サブシステム及びワークエリア配線で構成される。

② 構内幹線配線サブシステムは、ビル内配線盤からフロア配線盤までの施設とする。

③ ビル内幹線配線サブシステムは、ビル内配線盤から通信アウトレットまでの施設と

する。

④ 水平配線サブシステムは、フロア配線盤から通信アウトレットまでの施設とする。
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(４) 光ファイバケーブルの光コネクタによる終端方法について述べた次の二つの記述は、

(エ) 。 (４点)

Ａ 現場コネクタ組立てによる終端方法では、現場で組立てが可能な光コネクタを用いて終端

を行うが、コネクタタイプごとにメカニカルスプライス工具が必要である。

Ｂ ピグテール光ファイバを用いた終端方法では、ピグテール光ファイバコードを現場で接続

することにより終端を行うが、融着接続機又はメカニカルスプライス工具が必要である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４では、図に示す水平配線の設計において、インターコネクト－

ＴＯモデル、カテゴリ６要素を使ったクラスＥのチャネルの場合、機器コード及びワークエリ

アコードの長さの総和が１３メートルのとき、水平ケーブルの最大長は (オ) メートルと

なる。ただし、使用温度は２０℃、コードの挿入損失dＢ／ｍは水平ケーブルの挿入損失

dＢ／ｍに対して５０パーセント増とする。 (４点)

① ８０.５ ② ８３.０ ③ ８４.５ ④ ８７.０ ⑤ ８８.０

ＴＯ

ＴＥＣＣＣ ＣＥＱＰ

機器コード

ワークエリアコード

水平配線ケーブル

Ｃ = 接続点

チャネル
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す、メタリックケーブルを用いて電話共用型ＡＤＳＬサービスを提供するための設

備の構成において、ＡＤＳＬ信号の伝送品質を低下させる要因となるおそれがあるブリッジタッ

プの箇所について述べた次の記述のうち、正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① 幹線ケーブルの心線と分岐ケーブルの心線がマルチ接続され、幹線ケーブルの

心線が下部側に延長されている箇所(図中a)

② 直撃雷や誘導雷のメタリックケーブルへの侵入を防ぎ、ＡＤＳＬ信号への雷によ

る影響を最小にするため、幹線ケーブルにアレスタが挿入されている箇所(図中b)

③ 分岐ケーブルとユーザへの引込線の接続点において、分岐ケーブルの心線が、

下部側には延長されずに切り離されている箇所(図中c)

④ 幹線ケーブル及び分岐ケーブルのケーブル終端が、ケーブルの特性インピーダ

ンスの値と等しい終端抵抗により終端処理されている箇所(図中d)

図１

(２) Ｗｉｎｄｏｗｓのコマンドプロンプトを使ったコマンドについて述べた次の二つの記述は、

(イ) 。 (４点)

Ａ ｐｉｎｇコマンドは、ＩＣＭＰのエコー要求メッセージとエコー応答メッセージを利用し

ており、送信先のＩＰアドレスを入力することにより、送信先のホストコンピュータがネッ

トワークに正常に接続されているかどうかを確認する場合などに用いられる。

Ｂ ｔｒａｃｅｒｔコマンドは、ＩＰパケットのＴＴＬ(Time to Live)フィールドを利用し、

ＩＣＭＰメッセージを用いることでパスを追跡して、通過する各ルータと各ホップのＲＴＴ

(Round Trip Time)に関するコマンドラインレポートを出力する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＡＮＳＩ／ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８－Ｂ.２－１の規格では、情報配線システムの工事完了時

に実施するフィールドテストにおいて、カテゴリ６ケーブル用には、 (ウ) 以上に適合し

たフィールド試験器を用いた試験と認証が推奨されている。 (４点)

① 測定確度レベルⅠ ② 測定確度レベルⅡ

③ 測定確度レベルⅡｅ ④ 測定確度レベルⅢ

ケーブル終端

電気通信事業者
の装置

分岐ケーブル ユーザへの引込線

ケーブル終端

マルチ接続

a b d

アレスタを挿入

d

幹線ケーブル

下部側を切断

c
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(４) 図２は、ＪＩＳ Ｃ ６８２３:２０１０光ファイバ損失試験方法におけるＯＴＤＲ法による

不連続点での測定波形の例を示したものである。この測定波形のBからDの区間は、 (エ)

のＯＴＤＲでの測定波形を表示している。ただし、ＯＴＤＲ法による測定で必要なスプライス

又はコネクタは、低挿入損失かつ低反射であり、ＯＴＤＲ接続コネクタでの初期反射を防ぐた

めの反射制御器として光ファイバを使用している。また、測定に用いる光ファイバには、マイ

クロベンディングロスがないものとする。 (４点)

① ダミー光ファイバの入力端から被測定光ファイバの入力端まで

② ダミー光ファイバの出力端から被測定光ファイバの終端まで

③ 被測定光ファイバの融着接続点から被測定光ファイバの終端まで

④ ダミー光ファイバの出力端から被測定光ファイバの融着接続点まで

図２

(５) 図３に示すアローダイアグラムにおいて、作業Ｆの所要日数を４日短縮できるとき、全体の

作業の所要日数は、最大 (オ) 日短縮できる。 (４点)

① １ ② ２ ③ ３ ④ ４

図３

距 離

Ｏ
Ｔ
Ｄ
Ｒ
　
信
号
レ
ベ
ル




d
Ｂ

A
B

C

D

雑音レベル

E

５日

２日 ２日

３日

１ ２ ６５
３日

４

４日

作業Ａ 作業Ｂ 作業Ｇ

作業Ｃ

作業Ｅ

作業Ｆ

３

作業Ｄ

５日
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 電気通信事業法又は電気通信事業法施行規則に規定する用語について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① データ伝送役務とは、専ら符号又は影像を伝送交換するための電気通信設備を他人

の通信の用に供する電気通信役務をいう。

② 電気通信設備とは、電気通信を行うための機械、器具、線路その他の電気的設備を

いう。

③ 音声伝送役務とは、おおむね４キロヘルツ帯域の音声その他の音響を伝送交換する

機能を有する電気通信設備を他人の通信の用に供する電気通信役務であって専用役務

以外のものをいう。

④ 電気通信回線設備とは、送信の場所と受信の場所との間を接続する伝送路設備及び

これと一体として設置される交換設備並びにこれらの附属設備をいう。

(２) 電気通信事業法に規定する｢重要通信の確保｣及び｢業務の改善命令｣について述べた次の二つ

の文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 重要通信を優先的に取り扱わなければならない場合において、電気通信事業者は、必要が

あるときは、総務省令で定める基準に従い、電気通信業務の一部を制限することはできるが、

停止することはできない。

Ｂ 総務大臣は、電気通信事業者が重要通信に関する事項について適切に配慮していないと認

めるときは、電気通信事業者に対し、利用者の利益又は公共の利益を確保するために必要な

限度において、業務の方法の改善その他の措置をとるべきことを命ずることができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 登録認定機関による技術基準適合認定を受けた端末機器であって電気通信事業法の規定により

表示が付されているものが総務省令で定める技術基準に適合していない場合において、総務大臣

が電気通信回線設備を利用する他の利用者の (ウ) の発生を防止するため特に必要があると

認めるときは、当該端末機器は、同法の規定による表示が付されていないものとみなす。(４点)

① 秘密の漏えい ② 不当な利益 ③ 端末機器への損傷 ④ 通信への妨害

(４) 電気通信事業法に規定する｢工事担任者資格者証｣について述べた次の二つの文章は、

(エ) 。 (４点)

Ａ 総務大臣は、工事担任者資格者証の交付を受けようとする者の養成課程で、総務大臣が総

務省令で定める基準に適合するものであることの認定をしたものを受講した者に対し、工事

担任者試験の科目の一部を免除する。

Ｂ 工事担任者資格者証の種類及び工事担任者が行い、又は監督することができる端末設備若

しくは自営電気通信設備の接続に係る工事の範囲は、総務省令で定める。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 電気通信事業法に規定する、公共の利益のため緊急に行うことを要するその他の通信であって

総務省令で定める通信には、火災、集団的疫病、交通機関の重大な事故その他 (オ) に係

る事態が発生し、又は発生するおそれがある場合において、その予防、救援、復旧等に関し、

緊急を要する事項を内容とする通信であって、予防、救援、復旧等に直接関係がある機関相互

間において行われるものがある。 (４点)

① 生活の根幹 ② 国民の生活 ③ 社会の基盤 ④ 人命の安全

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣又は｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の種類及び工事の範囲｣について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① ＡＩ第二種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

のうち、端末設備等に収容される電気通信回線の数が１００以下であって内線の数が

２００以下のものに限る工事を行い、又は監督することができる。また、総合デジタ

ル通信用設備に端末設備等を接続するための工事のうち、総合デジタル通信回線の数

が毎秒６４キロビット換算で１００以下のものに限る工事を行い、又は監督すること

ができる。

② ＡＩ第三種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備を接続するための工事の

うち、端末設備に収容される電気通信回線の数が１のものに限る工事を行い、又は監

督することができる。また、総合デジタル通信用設備に端末設備を接続するための工

事のうち、総合デジタル通信回線の数が基本インタフェースで１のものに限る工事を

行い、又は監督することができる。

③ ＤＤ第二種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

のうち、接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１００メガビット(主として

インターネットに接続するための回線にあっては、毎秒１ギガビット)以下のものに限

る工事を行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端末

設備等を接続するための工事を除く。

④ ＤＤ第三種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

のうち、接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１ギガビット以下であって、

主としてインターネットに接続するための回線に係るものに限る工事を行い、又は監

督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するため

の工事を除く。

(２) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の再交付｣及び｢資格者証の返納｣について述べた次の二

つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 工事担任者は、工事担任者資格者証を汚したことが理由で、資格者証の再交付を受けるこ

とができる。

Ｂ 工事担任者資格者証の返納を命ぜられた者は、その処分を受けた日から２週間以内にその

資格者証を総務大臣に返納しなければならない。資格者証の再交付を受けた後失った資格者

証を発見したときも同様とする。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(３) 端末機器の技術基準適合認定番号について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ウ)

である。 (４点)

① 専用通信回線設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号の最初

の文字は、Ａである。

② 総合デジタル通信用設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号

の最初の文字は、Ｂである。

③ デジタルデータ伝送用設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番

号の最初の文字は、Ｃである。

④ インターネットプロトコル電話用設備に接続される端末機器に表示される技術基準

適合認定番号の最初の文字は、Ｅである。

(４) 本邦内の場所と本邦外の場所との間の有線電気通信設備は、電気通信事業者がその事業の用

に供する設備として設置する場合を除き、設置してはならない。ただし、特別の事由がある場

合において、 (エ) ときは、この限りでない。 (４点)

① 本邦外の電気通信事業者と合意した ② 期間を定めて臨時に設備を設置する

③ 総務大臣の許可を受けた ④ 特定の者に専ら専用役務を提供する

(５) 総務大臣は、有線電気通信法の施行に必要な限度において、有線電気通信設備を設置した者

からその設備に関する報告を徴し、又はその職員に、その事務所、営業所、工場若しくは事業

場に立ち入り、その (オ) させることができる。 (４点)

① 設置工事の契約書及び完成図書を提出 ② 設備若しくは帳簿書類を検査

③ 設備の工事方法又は運用方法を是正 ④ 事業計画及び経営状況を監査

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① インターネットプロトコル移動電話用設備とは、移動電話用設備(電気通信番号規則

に規定する、携帯電話に係る端末系伝送路設備を識別するための電気通信番号を用い

て提供する音声伝送役務の用に供するものに限る。)であって、端末設備又は自営電気

通信設備との接続においてインターネットプロトコルを使用するものをいう。

② 総合デジタル通信用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であっ

て、主として６４キロビット毎秒を単位とするデジタル信号の伝送速度により、符号、

音声その他の音響又は影像を統合して伝送交換することを目的とする電気通信役務の

用に供するものをいう。

③ 移動電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自営電気通信設備との接

続において基地局を使用するものをいう。

④ 制御チャネルとは、移動電話用設備と移動電話端末又はインターネットプロトコル

移動電話端末の間に設定され、主として制御信号の伝送に使用する通信路をいう。
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(２) 安全性等について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備との間に
きょう

おいて、使用電圧が３００ボルト以下の場合にあっては、０.１メガオーム以上であり、

３００ボルトを超え７５０ボルト以下の直流及び３００ボルトを超え６００ボルト以下の交

流の場合にあっては、０.２メガオーム以上である絶縁抵抗を有しなければならない。

Ｂ 鳴音とは、電気的又は光学的結合により生ずる発振状態をいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備との間にお

いて、使用電圧が７５０ボルトを超える直流及び６００ボルトを超える交流の場合にあっては、

その使用電圧の (ウ) 倍の電圧を連続して１０分間加えたときこれに耐える絶縁耐力を有

しなければならない。 (４点)

① １.５ ② ２ ③ ２.５ ④ ３

(４) ｢配線設備等｣について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 配線設備等の評価雑音電力は、絶対レベルで表した値で最小時においてマイナス６４デシ

ベル以下であり、かつ、最大時においてマイナス５８デシベル以下であること。

Ｂ 配線設備等の電線相互間及び電線と大地間の絶縁抵抗は、直流２００ボルト以上の一の電

圧で測定した値で１メガオーム以上であること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 端末設備内において電波を使用する端末設備は、総務大臣が別に告示するものを除き、使用

する電波の周波数が空き状態であるかどうかについて、総務大臣が別に告示するところにより

判定を行い、空き状態である場合にのみ (オ) ものでなければならない。 (４点)

① 回線を認識する ② 電波を検出する

③ 回路を開く ④ 通信路を設定する

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 責任の分界及び安全性等について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 分界点における接続の方式は、端末設備を電気通信回線ごとに事業用電気通信設備から容

易に切り離せるものでなければならない。

Ｂ 端末設備は、自営電気通信設備から漏えいする通信の内容を意図的に識別する機能を有し

てはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) アナログ電話端末の｢選択信号の条件｣において、押しボタンダイヤル信号の低群周波数は、

(イ) までの範囲内の特定の四つの周波数で規定されている。 (４点)

① ４００ヘルツから８００ヘルツ

② ５００ヘルツから９００ヘルツ

③ ６００ヘルツから１,０００ヘルツ

④ ７００ヘルツから１,２００ヘルツ
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(３) 移動電話端末の｢基本的機能｣又は｢発信の機能｣について述べた次の文章のうち、正しいもの

は、 (ウ) である。 (４点)

① 発信を行う場合にあっては、応答を要求する信号を送出するものであること。

② 応答を行う場合にあっては、チャネルの設定を要求する信号を送出するものである

こと。

③ 通信を終了する場合にあっては、指定されたチャネルに切り替える信号を送出する

ものであること。

④ 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気

通信回線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後１分以内にチャネルを切

断する信号を送出し、送信を停止するものであること。

(４) 直流回路とは、端末設備又は自営電気通信設備を接続する点において２線式の接続形式を有

するアナログ電話用設備に接続して電気通信事業者の (エ) の動作の開始及び終了の

制御を行うための回路をいう。 (４点)

① 電源回路 ② 交換設備 ③ 伝送装置 ④ 監視装置

(５) インターネットプロトコル移動電話端末の｢発信の機能｣について述べた次の二つの文章は、

(オ) 。 (４点)

Ａ 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気通信回

線からの応答が確認できない場合呼の設定を行うためのメッセージ送出終了後１２８秒以内

に通信終了メッセージを送出するものであること。

Ｂ 自動再発信を行う場合にあっては、その回数は３回以内であること。ただし、最初の発信

から３分を超えた場合にあっては、別の発信とみなす。

なお、この規定は、火災、盗難その他の非常の場合にあっては、適用しない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(ア) である。 (４点)

① 絶縁電線とは、絶縁物のみで被覆されている電線をいう。

② 平衡度とは、一の皮相電力の１ミリワットに対する比をデシベルで表わしたものを

いう。

③ 強電流電線とは、強電流電気の伝送を行うための導体(絶縁物又は保護物で被覆され

ている場合は、これらの物を含む。)をいう。

④ 離隔距離とは、線路と他の物体(線路を含む。)とが気象条件による位置の変化によ

り最も接近した場合におけるこれらの物の間の距離をいう。
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(２) 有線電気通信設備令に規定する｢架空電線の支持物｣及び｢架空電線と他人の設置した架空電線

等との関係｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 架空電線の支持物には、取扱者が昇降に使用する足場金具等を地表上１.８メートル未満

の高さに取り付けてはならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

Ｂ 架空電線は、架空強電流電線と交差するとき、又は架空強電流電線との水平距離がその架

空電線若しくは架空強電流電線の支持物のうちいずれか高いものの高さに相当する距離以下

となるときは、総務省令で定めるところによらなければ、設置してはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 有線電気通信設備令施行規則において、架空電線の支持物と架空強電流電線(当該架空電線の

支持物に架設されるものを除く。以下同じ。)との間の離隔距離は、架空強電流電線の使用電圧

が高圧で、使用する電線の種別が (ウ) の場合、３０センチメートル以上でなければなら

ないと規定されている。 (４点)

① 強電流ケーブル ② 強電流ケーブル以外の強電流電線

③ 強電流絶縁電線 ④ 強電流裸電線

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律において (エ) とは、電気通信回線に接続して

いる電子計算機(以下｢特定電子計算機｣という。)の利用(当該電気通信回線を通じて行うもの

に限る。)につき当該特定電子計算機の動作を管理する者をいう。 (４点)

① アクセス管理者 ② セキュリティ管理者

③ 運用管理責任者 ④ ネットワーク管理者

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律において電子署名とは、電磁的記録(電子的方式、磁気的

方式その他人の知覚によっては認識することができない方式で作られる記録であって、電子計

算機による情報処理の用に供されるものをいう。)に記録することができる情報について行われ

る措置であって、次の(ⅰ)及び(ⅱ)の要件のいずれにも該当するものをいう。

(ⅰ) 当該情報が当該措置を行った者の (オ) に係るものであることを示すためのもので

あること。

(ⅱ) 当該情報について改変が行われていないかどうかを確認することができるものであること。

(４点)

① 占 有 ② 命 令 ③ 証 明 ④ 作 成



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器、トランジスタなどの表記は、新図記号を用いています。 

      ［例］ 

 

    

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

       ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(8)  試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

  
(9)  法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(10)  法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所  

の省略や部分省略などしている場合がありますが、(   )表記の省略の有無などだけで正誤を問うような出題は 

しておりません。 

 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号


